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○ 所管事項の報告について 

１ 八戸港と米国タコマ港との経済貿易協定の更新について 

２ 八戸市中小企業振興条例「課題解決モデル企業の生産性向上に資する 

 取組に対する助成」の事業認定について 

３ 新八戸市体育館整備等事業実施方針（案）の見直しについて 

４ 青の煌めきあおもり国スポリハーサル大会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和７年９月 22 日(月) 

   本会議終了後 

場所 第二委員会室 



 

 

 

八戸港と米国タコマ港との経済貿易協定の更新について 

 

 

１ 経 緯 

平成７年、八戸港と米国ワシントン州タコマ港は、両地域間の経済・貿易活動の促進

と両港を繋ぐ航路開設等を目的として、経済貿易協定を締結した。 

同協定は、署名の日から５年で更新することとしており、前回の協定を令和２年６月

29 日に締結していることから、第７回目は令和７年６月 28 日までの期間となる。 

このことから、タコマ港側と協議を行ったところ、前協定の締結内容を継続・更新す

ることで合意に至ったことから、令和７年６月 27 日、協定更新を完了した。 

 

２ 過去の実施状況 

（１）協定締結日・開催場所 

回 締結日 開催場所 

第１回目 1995年（平成７年）11月28日 調印 タコマ市 

第２回目 2000年（平成12年）10月23日 協定更新 タコマ市 

第３回目 2005年（平成17年）８月24日 協定更新 タコマ市 

第４回目 2010年（平成22年）８月３日  協定更新 八戸市 

第５回目 2015年（平成27年）６月30日 協定更新 タコマ市 

第６回目 2020年（令和２年）６月29日 協定更新 郵送による 

第７回目 2025年（令和７年）６月27日 協定更新 郵送による 

 

 

３ 協定調印（第７回目）について 

（１）協定内容 

前協定から締結内容に変更なし（別添参照） 

（２）調印者・立会人 

八戸港 

  調印者：青森県知事、八戸市長 

   立会人：八戸市議会議長、八戸商工会議所会頭、八戸港振興協会会長 

  タコマ港 

 調印者：タコマ港湾局長 

（３）調印方法 

   調整段階において、タコマ港側から郵送による手続きの申し出があったことから、

調印式は実施せず、郵送により手続きすることとした。 
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八戸市中小企業振興条例「課題解決モデル企業の生産性向上に資する 

取組に対する助成」の事業認定について 

 

八戸市中小企業振興条例第６条第１項に規定する助成制度「課題解決モデル企業の生産

性向上に資する取組に対する助成」について、令和７年９月４日付けで助成対象事業を認

定したことから、その概要について報告するもの。 

 

１ 助成制度の概要 

変化し続ける経営課題・社会課題に積極的に対応する中小企業者を「課題解決モデル

企業」と定義し、当該企業が、課題解決の原資を確保するために行う生産性向上（設備

投資等）の取組に要する経費について、市が助成金の交付により支援するもの。 

⑴ 助  成  額  500万円【定額】 

⑵ 主な認定要件 

① 市内に主たる事業所を有する中小企業者※又は中小企業団体であること。 

※ 中小企業者にあっては、次の要件を全て満たすこと。 

・ 従業員数が30人以上、直近決算期における売上高が10億円以上等であること。 

・ 給与支給総額を2.0％以上増加する計画を有していること。 

・ 高い成長意欲を有していること。 

② （連携）事業継続力強化計画の認定を受け、又は事業継続計画（BCP）を策定して

いること。 

③ パートナーシップ構築宣言を公表していること。 

④ 事業所内最低賃金の額が、青森県最低賃金と比較して30円以上高いこと。 

⑤ えるぼし認定、くるみん認定、ユースエール認定、もにす認定又は健康経営優良

法人認定のいずれかを取得していること。 

⑥ 助成対象事業費の合計額が1,000万円以上であること。 

 

２ 認定事業の概要 

⑴ 認定件数  １件 

⑵ 事業概要 

企 業 名 
株式会社高橋製作所（代表取締役 田中 大志） 

八戸市大字河原木字浜名谷地76番地344 

事業内容 
高性能ＮＣ旋盤を導入することで生産性を向上させ、労務環境の改善

と、競合優位性を活かした高利益率の事業基盤の構築を図るもの。 

事 業 費 21,000,000円（税込） 

想定効果 

・年間売上高： 15億円[R6] →  16億円[R9] ※１億円増 
・付加価値額：7.3億円[R6] → 8.0億円[R9] ※10％増 
・労働生産性：8.25百万円/人[R6] → 8.9百万円/人[R9] ※８％増 
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経 済 協 議 会 資 料

令 和 7 年 9 月 22 日 

観光文化スポーツ部 

ス ポ ー ツ 振 興 課 

 

新八戸市体育館整備等事業 実施方針（案）の見直しについて 

 

令和 7年 3月 28 日に公表した実施方針（案）について、民間事業者から提出された御意見や、

サウンディング調査の結果を踏まえ、応募者の要件等について必要な見直しを行うもの。 

 

1 PFI 事業の内容 

(1) 事業方式 

PFI 事業者が、八戸市体育館の建て替えを行った後、その所有権を市に移転したうえで、新八戸

市体育館及び長根公園施設を一体的に維持管理及び運営業務を行う BTO 方式(Build-Transfer-

Operate) 

 

(2) 対象施設 

新八戸市体育館及び長根公園施設（野球場、武道館、相撲場、アイスホッケーリンク、その他

公園施設）※YSアリーナ八戸及び弓道場を除く 

 

(3) 事業期間 

事業内容 事業期間 

水泳プール、スポーツ研修センター等の解体撤去 
令和 8 年度～13年度 

新八戸市体育館の設計及び建設 

新八戸市体育館等の維持管理及び運営 供用開始から 15年間 

現八戸市体育館の解体撤去 事業対象外 

 

(4) 事業契約スキーム 
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(5) 応募者の構成 

①応募者は複数の企業から構成される企業グループとする。 

②応募者は、 

・新八戸市体育館の設計業務を実施する企業（以下 設計企業）、 

・新八戸市体育館の建設業務を実施する企業（以下 建設企業）、 

・新八戸市体育館の工事監理業務を実施する企業（以下 工事監理企業）、 

・新八戸市体育館等の維持管理業務を実施する企業（以下 維持管理企業）、 

・新八戸市体育館等の運営業務を実施する企業（以下 運営企業） 

から構成されるものとする。 

【業務内容による分類】 

設計企業 建設企業 工事監理企業 維持管理企業 運営企業 

 

③応募者は本事業を実施するために設立される特別目的会社（SPC）への出資、議決権等によ

り次のとおり分類される。 

・代表企業：SPC に出資し、最大の議決権を保有、SPC から業務を請け負う 

・構成企業：SPC に出資し、議決権を保有、SPC から業務を請け負う 

・協力企業：SPC の議決権を保有せず、SPC から業務を請け負う 

・特定建設企業：SPC の議決権を保有せず、建設企業から業務を請け負う 

【参画する立場による分類】 

 
SPC への出資 議決権 業務の発注者 

複数グループに

参加 

代表企業 ○(最大) ○(最大) SPC × 

構成企業 ○ ○ SPC × 

協力企業 × × SPC × 

特定建設企業 × × 建設企業 ○ 

 

(6) 応募者の地域要件（建設企業の場合） 

・市内に本店を有する企業を 1者以上含むこと。 

・市内に本店を有する電気工事企業 及び 管工事企業を含めること。 

 

2 実施方針（案）に対する意見 

(1) 書面による質問等 

【募集期間】令和 7年 3月 28 日から令和 7年 5月 30 日まで 

【質問等数】56件 （全 268 件のうち実施方針（案）に対するもの） 

 

(2) サウンディング調査 

【実施者】スポーツ振興課・デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社 

【調査期間】令和 7年 7月 30 日から令和 7年 8月 26 日まで 

【事業者数】14者 

【調査内容】本事業への参画意思、検討状況、懸念事項等 
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(3) 主な意見の内容 

サウンディング調査等による主な意見として、「特定建設企業の枠組みは、地元企業が事業に

参画できる可能性が高まる。」などがあった。他方で、特定建設企業が複数グループに参加でき

ることについて、地元企業を含む複数の企業から「グループの提案内容や見積等の情報が他のグ

ループに漏洩するリスクがあり、競争性を阻害する恐れがある。」といった懸念が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 要件の見直し 

本事業では市内企業の参画が図られるよう「市内に本店を有する建設企業を１者以上含むこ

と。」「市内に本店を有する電気工事企業及び管工事企業を含むこと。」等の地域要件を設定して

おり、特定建設企業が複数グループに参加可能となることで、応募者が地域要件を満たしやす

くなると想定していたが、情報漏洩による競争性が阻害されるとの意見等を踏まえ、代表企

業、構成企業、協力企業に加えて、特定建設企業についても、複数グループへの参加はできな

いこととする要件に見直しする。 

 

【応募者の立場による分類（見直し後）】 

 
SPC への出資 議決権 業務の発注者 

複数グループに

参加 

代表企業 ○(最大) ○(最大) SPC × 

構成企業 ○ ○ SPC × 

協力企業 × × SPC × 

特定建設企業 × × 建設企業 
× 

（見直し前○） 
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青の煌めきあおもり国スポリハーサル大会の開催について 
 
 
１ リハーサル大会について 
  競技会運営能力の向上や市民の国スポ及び競技に対する関心を高め、理解を深めるとともに、国
スポ開催の気運醸成を図ることを目的として、国スポ開催までの間に本大会と同じ会場において行
う大会。当市では、来年の本大会で開催する７競技のうち、本年、４競技のリハーサル大会を開催
するもの。 
なお、レスリング競技（第 71 回東北高等学校レスリング選手権大会）は６月に実施済み。 

 
２ 競技会の概要 
（１）自転車競技 ※当市ではトラックレースを開催 

・大会名 第 60 回全国都道府県対抗自転車競技大会 
・主催  公益財団法人日本自転車競技連盟 八戸市 階上町 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ八戸市実行委員会 
青の煌めきあおもり国スポ階上町実行委員会 

  ・主管  青森県自転車競技連盟 
  ・後援  青森県 青森県教育委員会 公益財団法人青森県スポーツ協会 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会 
八戸市教育委員会  階上町教育委員会 
八戸市スポーツ協会 階上町体育協会  毎日新聞社 

  ・日程  令和７年 10 月５日(日)～７日（火） 
  ・会場  【ロードレース】 

階上町特設ロードレースコース 男子 14.0km×７周 ＝ 98.0km 
                       女子 14.0km×３周 ＝ 42.0km 
       【トラックレース】 

八戸自転車競技場（八戸市東運動公園内／周長 333ｍ） 
 ・参加選手及び従事者（トラックレース分） 

①参加選手数（予定）       120 名程度（28 都道県） 
②市職員従事者（予定）      ４日間延べ 120 名程度 
③市民ボランティア従事者（予定） ２日間延べ 15 名程度 

 
（２）サッカー競技 

・大会名 第 61 回全国社会人サッカー選手権大会 
・主催  公益財団法人日本サッカー協会 一般財団法人全国社会人サッカー連盟 

             八戸市 十和田市 五戸町 南部町 五戸町教育委員会 南部町教育委員会 
       青の煌めきあおもり国スポ・障スポ八戸市実行委員会 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ十和田市実行委員会 
青の煌めきあおもり国スポ五戸町実行委員会 
青の煌めきあおもり国スポ南部町実行委員会 

・主管  一般社団法人青森県サッカー協会 青森県社会人サッカー連盟 
  ・後援  青森県 青森県教育委員会 青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会 

公益財団法人青森県スポーツ協会 
八戸市スポーツ協会 一般財団法人十和田市スポーツ協会 
五戸町スポーツ協会 南部町スポーツ協会 

・日程  令和７年 10月 11 日（土）～15 日（水） 
  ・会場  八戸市  プライフーズスタジアム（多賀多目的運動場）  

東運動公園陸上競技場 
            南郷陸上競技場 

経 済 協 議 会 資 料 
令和７年９月 22 日 
観光文化スポーツ部 
国スポ・障スポ推進室 
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            ※プライフーズスタジアム、南郷陸上競技場へは、試合時間に合わせた 
一般観覧者用シャトルバスを運行予定。 

       十和田市 十和田市若葉球技場（人工芝） 
            十和田市高森山人工芝多目的グラウンド 

五戸町  ひばり野公園陸上競技場 
       南部町  ふるさと運動公園陸上競技場 
  ・参加選手及び従事者  ①参加選手数（予定）       960 名程度（32 チーム） 

②市職員従事者（予定）      ６日間延べ 340 名程度 
③市民ボランティア従事者（予定） ４日間延べ 40 名程度 

 
（３）ボウリング競技 

・大会名 内閣総理大臣杯・文部科学大臣杯第 54 回全国都道府県対抗ボウリング選手権大会 
・主催  公益財団法人 JAPAN BOWLING 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ八戸市実行委員会 
・後援  スポーツ庁 公益財団法人日本スポ－ツ協会  青森県 青森県教育委員会 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会 八戸市 八戸市教育委員会 
公益財団法人青森県スポーツ協会 八戸市スポーツ協会 
一般社団法人共同通信社 

・協力  日本ボウリング機構（JBO） 
・主管  青森県ボウリング連盟 
・日程  令和７年 10月 17 日（金）～19 日（日） 
・会場  ゆりの木ボウル 
     ※一般観覧者用駐車場なし（公共交通の利用を推奨） 

 ・参加選手及び従事者  ①参加選手数（予定）       160 名程度（31都県） 
②市職員従事者（予定）      ４日間延べ 180 名程度 
③市民ボランティア従事者（予定） ３日間延べ 30 名 

 
３ その他 
（１）入場料       各競技無料 
（２）競技会の周知方法  青の煌めきあおもり国スポ・障スポ八戸市実行委員会ホームぺージ、 

ＳＮＳ（Facebook、Instagram、Ⅹ）等 
 
 
【参考】 
本大会  会期：令和８年 10 月 10 日（土）～20 日（火） 11 日間 

競技名 種別 競技日程 競技会場名 

サッカー 少年男子 10 月 10 日（土）～14 日（水） 
プライフーズスタジアム 
東運動公園陸上競技場 
南郷陸上競技場 

レスリング 全種別 
10 月 12 日（月・祝） 

～15日（木） 
FLAT HACHINOHE 

自転車 
（トラックレース） 

全種別 
10 月 12 日（月・祝） 

～15日（木） 
八戸自転車競技場 

ボウリング 全種別 
10 月 12 日（月・祝） 

～16日（金） 
ゆりの木ボウル 

バスケットボール 成年男子 10 月 15 日（木）～18 日（日） 東体育館 

ラグビーフットボール 
（７人制） 

成年男子 
女子 

10 月 16 日（金）～19 日（月） プライフーズスタジアム 

ソフトボール 成年男子 10 月 17 日（土）～19 日（月） 
長根公園野球場 
東運動公園野球場 

 


